


















はじめに 

 胎児は 280 日前後子宮内に生存している。この間に神経系は未だなお未熟ではあるが,

日を追って発達し,妊娠の末期になると五感は感受してくる。したがって母親の音声,精神

的変化に対しては何らかのレスボンスをそれぞれ示し,それによって児の行動発達が築れ

てゆくことは一応想像される所である。妊娠中に母親の行動が,児に影響するものであるか

否かは未だ知られざる所であり,児の神経系の未熟児への刺激伝達量の微弱などから，両者

は全く影響を受けないと考えるのが普通であり,今日までそのようにいわれてきた。しかし

ながら,母体外で発生した音が急激でしかも強いとき,一般には 100phon 以上の音量では,

妊娠末期の胎児は心拍数が急増し,また胎動を示し,驚愕反応と考えられる現象は以前から

報告されてきた。また出生直後からおよそ 4月位までの乳児では,著者が子宮内から録音し

た胎内音をきかせると,泣いていても鎮静するが,5000Hz 以上の高音,または激しい音では

多くの児が泣きだし,また子宮内音以外の音では泣いている児の鎮静効果はあまり期待で

きないのである。すなわち出生直後の児は神経系が未だ未熟であるとはいえ,子宮内環境の

音であるかを識別しており.こゝに在胎中の生活環境が児の行動発達に影響を及ぼす可能

性が考えられる。 

 他方産院において出生し,未だ母親との接触が極めて僅かである新生児についても,その

Behaviour は個々別々であって,ある児は Alertness が著明であり,また他の児は

Consolabilty の程度が異っている。すなわち出生直後の児は既に各自特有な行動発達を示

すものである。その要因は両親の性格,いはば遺伝によるものか,あるいは在胎中の生活環

境の影響が加るか明かでないが,いずれにしても母親の性格,行動様式,健康,栄養,妊娠中

の疾患の有無などに大きく作用される所であろう。今回はこの意味において妊娠時の母親

の行動がどの程度児に及んでくるか,Brazeltonの neonatal behavioral assessment scale

から検討を試みた。 


